
　12月21日（木）、本学の特色ある教
育研究活動や運営状況等を社会に向け
て分かりやすく発信することを目的と
した「定例記者会見」を開催しまし
た。広報・社会連携本部の南波直樹教
授の進行のもと、北海道大学病院の渥
美達也病院長のご挨拶から始まり、医

学研究院（呼吸器内科）教授で北海道
大学病院パーソナルヘルスセンターの
今野　哲部長、北海道大学病院医療・
ヘルスサイエンス研究開発機構の横田
　卓特任講師、医学研究院（糖尿病・
内分泌内科）の中村昭信講師、北海道
大学病院（脳神経内科）の岩田育子助

教が発表を行いました。北海道教育庁
記者クラブ加盟社等から4名の参加が
ありました。　
　発表内容は以下のとおりです。

（社会共創部広報課）

令和5年度第8回　定例記者会見の開催

記者会見会場の様子 発表の様子

会見冒頭でご挨拶された渥美病院長と当日の発表者、
病院関係者との集合写真
（左から中村講師、横田特任講師、今野教授、渥美病院長、
西田　睦准教授、畑中　豊特任准教授、岩田助教）

発表する今野教授

発表事項（発表者）

・北海道大学病院パーソナルヘルスセンターについて
　　（医学研究院（呼吸器内科）教授、北海道大学病院パーソナルヘルスセンター部長　今野　哲、
　　　北海道大学病院（医療・ヘルスサイエンス研究開発機構）特任講師　横田　卓、
　　　医学研究院（糖尿病・内分泌内科）講師　中村昭伸、
　　　北海道大学病院（脳神経内科）助教　岩田育子）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/org/pr/press-conference/R5.html

北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）

　北海道大学は、創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発揮して大学として
の使命を果たすため、平成18年10月に北大フロンティア基金を創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、息の
長い募金活動をすることとしています。
　2026年、北海道大学は創基150周年を迎えます。次の150年を見据えた記念事業のため、2023～2026年度の4年間、北大フ
ロンティア基金は「創基150周年記念募金」として、皆様からのご寄附を募集しております。
皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　11月は280件58,388,484円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名を掲載させていただきます。
（五十音別・敬称略）

44,316件　6,843,376,180円（11月30日現在）

【北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）情報】

基金累計額

ご寄附状況

医療法人愛全会、株式会社アスカ運輸、医療法人社団阿部皮フ科クリニック、伊藤組土建株式会社、医療法人社団圭光会いなむら皮膚科医院、

癒しの森内科消化器内科クリニック、医療法人社団岩田皮膚科、会長会、株式会社理世化学、社会医療法人社団カレスサッポロ北光記念病院、

北見赤十字病院、釧路赤十字病院、栗山赤十字病院、医療法人渓仁会、医療法人社団廣仁会、社会医療法人孝仁会、

一般社団法人札幌市医師会、株式会社札幌タック自動車、医療法人社団札幌道都病院、医療法人徳洲会札幌徳洲会病院、株式会社サンケミ、

水ing株式会社、医療法人社団静和会静和記念病院、株式会社そうけん、総合病院伊達赤十字病院、株式会社東洋電気産業、

ニーズ輸送株式会社、日本工営株式会社札幌支店、有限会社美工堂阿部組、ブルームプラス合同会社、北海道医師会、

一般財団法人北海道河川財団、北海道和光純薬株式会社、丸共水産株式会社、八雲総合病院、日本赤十字社浦河赤十字病院

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

阿部　雅史

石井　紀夫

井原　　博

大井麻紀子

織田　善彦

蟹澤　祐司

工藤　秀明

小林　直人

佐藤　優子

下田　直彦

鈴木　英昭

武田　飛鳥

知地　英征

中井　光野

青井　良平

網塚　憲生

石垣　隆弘

今井　　晋

大島　浩幸

小田原一史

河合　新三

久保田幸一

齊藤　慈円

眞田　雄三

新宮　康栄

瀬名波栄潤

武田　浩子

千葉　　誠

那須　仁夫

青木　俊介

アメングアルプリエゴマリアオルガ

石栗　　秀

入澤　秀次

大津　珠子

小原　大和

河本　充司

栗原　誠治

齊藤　　晋

三升畑元基

菅原　新也

高瀬登志彦

多々納玲子

土家　琢磨

那須　信江

赤池　　修

安藤　孝夫

市坂　有基

上田　雅敏

大原　正範

柿沼　正代

北上　英彦

上月　　浩

齋藤　　久

塩野真由美

菅原　　満

高橋順一郎

田中　　博

津曲眞由美

西　　則雄

赤平　幸郎

井口　光雄

伊藤　克明

植松　宏志

小笠原美勝

柏木　道彦

衣川　暢子

小玉　正義

坂本　大介

志済　聡子

杉江　和男

高橋　英明

田中　洋行

寺澤　　睦

庭野　陽樹

秋山　三郎

池田　虎三

伊藤　大貴

梅本　由佳

岡田　耕二

加藤　伸康

木村　祐介

小長井奎幸

崎元　大志

柴田　祐次

杉本　　聡

高久　　聡

田畑　卓爾

渡慶次　学

根本　叔治

芦立　嘉智

石井　　充

伊藤　雄三

縁記　和也

岡村　　章

加藤　裕貴

久住　一郎

小橋　啓司

佐藤　晶子

島田　敏宏

杉山　隆文

高柳　　涼

玉木　長良

豊田　威信

野村　修一

渥美　達也

石井　哲夫

猪股　路子

遠藤　公憲

沖崎　　遼

金川　眞行

工藤　俊夫

小林　賢人

佐藤　理子

清水　　滋

鈴木　貴之

竹下　忠彦

田村　　昇

長井　宏平

萩原　達俊



全学ニュース

　創成研究機構研究人材育成推進室
（L-Station）では、アンビシャス特別
助教（以下、特別助教）育成プログラ
ムの一環として、9月13日（水）に創
成科学研究棟で「クラウドファンディ
ング説明会・報告会」を開催しました。
　特別助教には、次世代の研究者とし
て研究資金獲得について広い視野を持
ってもらいたいとの考えから、株式会
社READYFORの宮本　武氏を講師に
迎えて「クラウドファンディング説明
会」を行いました。学術系クラウドフ
ァンディングの仕組みや事例のほか、
一般的な外部資金の申請とは異なり一
般市民から支援を得るために必要なこ
とについての説明がありました。
　続けて、今年度クラウドファンディ
ングに挑戦した特別助教の孫　詩彧特
任助教が報告を行いました。特別助教
の中ではクラウドファンディング挑戦
の第1号となった孫特任助教のグルー
プは「生理用品を必要な人に提供でき
る包括的な社会を目指す！」をテーマ
に募集を行い、目標金額を達成しまし
た。特別助教の任期は最大2年間であ
るため、クラウドファンディングの実
施計画には工夫が必要となります。実
際にクラウドファンディングを行うま
での経緯から目標金額達成後の活動な
どについて詳細が報告されました。
　また、9月21日（木）に同じく創成

科学研究棟で、企業コンサルティング
などを行う株式会社パテントインベス
トメントの草野大悟代表取締役を講師
に迎えて「特許・社会実装関連のセミ
ナー」を開催しました。
　L-Stationでは、研究成果の社会実装
について研究者が想定している以外に
も活用方法が隠れているのではないか
と考え、企業コンサルタントの立場か
ら全く異なる視点で研究成果を探って
もらうという新しい取り組みを企画し
ました。本セミナーは社会実装コンサ
ルティングの前にコンサルタントの紹
介を兼ねて、特許・社会実装について
の講演を行ったものです。
　草野代表取締役は自身の特許・商標
を活かし自らも起業を経験しており、
映画のプロデュースを行うなど、企業
コンサルタントのみならず多岐にわた
る活動を行っています。本セミナーの
中では一般的な知財や社会実装の内容
だけではなく草野代表取締役自身の会
社の取り組みについても紹介がありま
した。
　このセミナーを受講した特別助教の
希望者は、社会実装コンサルティング
を受ける予定となっています。研究者
と企業コンサルという意外な組み合わ
せにより、研究の新たな活用方法が見
つかることが期待されます。

◆アンビシャス特別助教制度
　本学の博士学位取得3年以内の者を対象
に特任助教（任期2年）として採用し、人件
費・研究経費の支援に加え様々な人材育成
プログラムを実施する若手研究者育成制度
です。特に本学の「博士人材フェローシッ
プ事業」のキャリア形成の出口戦略として
修了者の応募が期待されます。L-Stationが
公募を担当し、令和4年度は10名、令和5年
度は12名採用しました（L-Stationホームペ
ージ公開）。採用後の所属は創成研究機構と
研究活動を行う配置希望部局の両方となり
ます。特別助教には、研究エフォートの確
保のために授業担当免除など教育業務負担
が軽減される一方、大学院教育推進機構に
おける博士人材フェローシップ事業の企画・
運営への参画、創成研究機構が提供する各
種研究者育成プログラムへの参加が求めら
れ、教育力やマネジメント能力、キャリア
パス選択のための能力開発など、専門分野
+αの力を身に付けることを目標としていま
す。（詳細はL-Stationホームページで公開）

アンビシャス特別助教制度ウェブサイト
https://l-station.cris.hokudai.ac.jp/overview_asap/

（創成研究機構研究人材育成推進室
（L-Station））

アンビシャス特別助教向けセミナー「クラウドファンディング説明会・報告会」、
「特許・社会実装関連のセミナー」を開催

孫特任助教による講演の様子 草野代表取締役による講演の様子

花田　秀一

福永　亮朗

本間　明宏

三土　京子

柳　　輝希

吉田　悦子

林下　英司

福永　悟郎

真木　浩之

水戸　康文

山口　晃司

吉田　広志

原　　敬志

藤岡　　修

松井　耕二

南田　大朗

山﨑　知文

吉村　龍光

坂東　幸重

藤澤　裕子

松岡　秀直

宮田　信幸

山下　裕久

若狭　　哲

菱山　豊平

藤田　　修

松原　謙一

村上　泰一

山田　敏彦

和田　邦敬

平口　悦郎

藤田　正光

松本　　嶺

村瀬徳啓充

八若　保孝

渡邉　法子

福井　　滋

古川夕里香

三木　證永

村瀬　亮太

横山　　考

渡部悠里子

福士　幸治

坊垣　暁之

水本　博章

森岡　仙太

横山　　隆

渡部　克将


